
西鶴 : 二葉集の場合

言語: jpn

出版者: 

公開日: 1987-03-01

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 江本, 裕

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://otsuma.repo.nii.ac.jp/records/1566URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


十四

　
昴備
―
―
二
葉
集
の
場
合
―
―

江

本

裕

一　
延
宝
七
年
の
西
鶴

延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）
、
西
鶴
三
十
八
歳
。
こ
の
年
も
歳
旦
三
物
集

『春
枕
』
が
あ
っ
た
と
い
う
が
未
詳
。
正
月
二
十

一
日
に
は
東

下
す

る
井
筒
公
木

（在
江
戸
か
、
延
宝
七
年
刊
田
代
松
意
撰

『
櫂
功
用
群
鑑
』
に

「麻
布
住
／
公
木
し

を
関
送
り
し
て
間
に
合
わ
ず
、
青
木
友

雪

・
和
気
遠
舟

・
釈
正
察
と
四
吟
百
韻
を
営
ん
で
、
『
俳
諧
四
吟
六
日
飛
脚
』
と
題
し
て
上
梓
し
た
。
三
月
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
は
摂
津

鴻

池
村
山
本
西
六
亭
に
て
、
松
井
西
花

・
水
田
西
吟

・
山
本
西
友

（傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
）
と
五
吟
五
百
韻
を
興
行
、
『
西
鶴
五
百
韻
』
と
銘

う
っ
て
刊
行
し
た
。
本
書
は
元
題
察
剥
落
の
た
め
原
題
を
確
認
す
る
こ
と
で
き
ぬ
が
、
前
々
年
刊
行
の

『
俳
諧
大
句
数
』
の
角
書
に

「
西
島
」

（
た
だ
し

「
西
」
は
剥
落
↓
天
理
図
書
館
編

『
西
鶴
し

を
刻
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
連
衆
か
ら
み
て

「
西
鶴
」
を
前
面
に
出
す
こ
と
は
大

い

に
あ
り
得
た
。

四
月
十
四
日
に
は
青
木
友
雪
と

『
両
吟

一
日
千
句
』
（
五
月
刊
）
を
興
行
、
七
月
に
は
尾
張
鳴
海
の
下
里
勘
兵
衛
知
足
が
有
馬
入
湯
の
帰

途

西
鶴
庵
を
訪
れ
、
知
足
を
正
客
に
木
村

一
水
と
斎
藤
賀
子
も
加
わ
っ
て
半
歌
仙
が
巻
か
れ
、
八
月
に
は
仙
台
出
身
の
木
村

一
水
が

主
催

す

る

『
句
箱
』
の
興
行
に
出
座
。
右
は

一
水
が
大
阪
の
歌
舞
伎
役
者
を
招
い
て
催
し
た
も
の
だ
が
現
在
は
勝
峰
晋
風
の
西
鶴
関
係
手
抄
が
残
る
の
み

で
あ
る

（若
干
後
述
）
。

西
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九
二

同
じ
く
八
月
に
は
、
同
年
三
月
仙
台
の
大
淀
三
千
風
が
興
行
し
た

『
仙
台
大
矢
数
』
に
、
跛
文
と
独
吟
の
歌
仙
を
与
え
、
斡
旋
し
て
大
阪
深

江
屋
か
ら
版
行
。
こ
の
出
版
に
西
鶴
が
労
を
と
っ
た
こ
と
間
違
い
な
く
、
そ
の
抜
文
に

「
紀
子
千
八
百
は
い
ざ
し
ら
波
の
跡
か
た
も
な
き
事
ぞ

か
し
」
、
「高
政
な
ど
の
口
拍
子
に
て
は
大
俳
諧
は
及
ぶ
事
に
て
あ
ら
ず
」
な
ど
書
い
て
い
る
処
か
ら
す
れ
は
、
援
助
は
三
千
風
へ
の
親
切
心
か

ら
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
困
惑
狼
狽
し
た
三
千
風
が

「
愚
老
大
矢
数
の
奥
書
を
見
侍
り
て
、
こ
は
浅
ま
し
と
て
足
摺
を
し
け
れ
ど
、
は

や
難
波
の
板
船
に
帆
を
あ
げ
ぬ
と
き
ゝ
て
、
高
政

・
紀
子
両
翁
へ
、
予
が
心
の
外
な
れ
ば
ゆ
る
し
て
た
う
び
よ
と
、
い
ひ
に
げ
の
せ
う
そ
こ
し

て
、
お
く
に
、
お
も
ひ
き
や
我
松
嶋
の
月
な
ら
で
浮
世
の
浪
に
身
を
よ
せ
ん
と
は
」
Ｇ
松
嶋
眺
望
集
し

と
弁

解
こ
れ
つ
と
め
る
お
ま
け
が
つ

く
の
だ
が
、
西
鶴
の
腹
に
一
物
あ

っ
た
こ
と
間
違
い
な
い
処
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
詳
し
く
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

っ
て
い
る
の
だ

が
、
こ
の
年
二
月
二
十
二
日
付
の
下
里
勘
兵
衛
宛
の
書
簡
に
、

「今
こ
そ
江
戸
も
京
も
私
の
ぞ
み
の
俳
諧
二仕
申
候
　
是
神
力
と
よ
ろ
こ
び
申

候
」
と
満
足
し
な
が
ら
も
、
「
我
等
千
六
百
仕
申
候
後
二
　
紀
子
と
申
者
千
八
百
作
物
二仕
申
候
　
内
証
存
な
が
ら
　
一品
政
が
点
お
か
し
く
候
」

と
、
同
じ
く
紀
子
と
高
政
を
難
じ
、
さ
ら
に

「
近
々
二
一
日

一
夜
三
二
千
句
の
ぞ
み
二
御
座
候
」
と
、
多
分
翌
八
年
の

『
西
鶴
大
矢
数
』
の
興
行

を
指
す
で
あ
ろ
う
計
画
を
披
歴
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
如
上
は

『
大
矢
数
』
の
成
文
に
も
通
じ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
単
な
る
紀
子

・

高
政
へ
の
個
人
攻
撃
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
年
か
ら
騒
然
と
な
る
貞
門

・
談
林
間
の
論
争
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西

鶴
の
一
種
の
苛
立
ち
を
示
す
も
の
と

一
応
こ
こ
で
は
記
し
て
お
く
。

さ
て
、
十
月
八
日
に
は
大
阪
天
満
宮
の
神
前
で

一
日
千
句
を
興
行
、
『
飛
梅
千
句
』
と
題
し
て
刊
行
し
た
。
連
衆
は
西
鶴
の
は
か
に
西
波

・
西

花

。
西
長

・
賀
子

・
西
里

・
西
伊

・
西
虎

・
仁
交

・
友
雪

・
満
平

（来
山
）
。
一
鶴

・
西
雪

・
西
吟

（執
筆
と
追
加
脇
）
の
十

四
名
。
十

一
月

七
日
に
は
江
戸
の
小
西
似
春
を
迎
え
て
の
松
門
亭

（片
岡
旨
恕
）
で
の
百
韻
興
行
に
出
座

（同
年
十
二
月
難
波
津
散
人
∧
旨
恕
∨
自
序
の

『
わ

た
し
船
』
巻
頭
に

「
伊
勢
何
」
で
収
ま
る
）
、
連
衆
は
似
春

・
旨
恕

・
益
翁

・
梅
翁

・
本
秋

・
益
友

・
夕
烏

ニ
ホ
先

。
政
寛

・
惟
中

・
西
鶴

・

保
友
の
十
二
名
。
同
書
に
は
他
に
四
巻
の
百
韻
が
収
ま
る
が
西
鶴
は
巻
尾
の

「
何
払
」
に
も
出
座
。
連
衆
は
梅
翁

・
西
虎

・
京
江
雲

・
旨
恕

・

西
鶴

・
亦
楽

・
惟
中
の
七
名
で
あ
っ
た
。



以
上
く
だ
く
だ
し
く
た
ど

っ
た
が
、
西
鶴
は

一
方
で
は
門
下
と
し
げ
く
会
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
師
宗
因
を
は
じ
め
、
大
阪
の
著
名
俳
人
あ

る
い
は
梨
園
の
俳
士
、
ま
た
江
戸
そ
の
他
自
己
圏
外
の
俳
士
と
の
交
流
を
も
深
め
、
勢
力
拡
大
に
つ
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
ん
な

中
で
、
第
二
の
付
合
集
、
コ
一葉
集
』
が
編
集
刊
行
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

一
一　
二
葉
集
細
目
と
巻
頭
の
西
鶴

『
二
葉
集
』
は
横
本

一
冊

（
二
冊
本
も
あ
っ
た
か
）
、
「延
宝
七
年
霜
月
十

一
日
／
勢
州
杉
村
西
治
」
の
序
、
「延
宝
七
年
／
未
九
月
吉

日
／

大
坂
伏
見
呉
服
町
書
林
／
深
江
屋
太
郎
兵
衛
板
」
。
序
者
は
西
治
だ
が
、
題
簸
角
書
に

「
俳
譜
新
附
合
／
物
種
集
追
加
」
と
あ
る
こ
と
や
後
述

の
様
々
な
事
由
か
ら
、
西
鶴
の
編
に
な
る
こ
と
確
実
で
あ
る
。
た
だ
し
版
元
は

『
物
種
集
』
が
大
阪
南
本
町

一
丁
目
の
生
野
屋
六
良
兵
衛
で
あ

っ
た
の
に
対
し
本
書
は
深
江
屋
で
あ
る
。
深
江
屋
か
ら
の
西
鶴
編
著
は
本
書
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
本
年
に
入
る
と
急
に
密
で
、
『
西
鶴

五
百

韻
』
曾
一月
刊
）
、
中
村
西
国
の

『
花
見
数
寄
』
（四
月
刊
）
、
『
両
吟

一
日
千
句
』
（
五
月
刊
）
、
『
仙
台
大
矢
数
』
（
八
月
刊
）
、
『
飛
梅
千
句
』
（十

月
刊
）
と
、
自
著
や
関
連
深
い
書
を
す
べ
て
深
江
屋
か
ら
出
し
て
い
る
。

本
書
も
版
下
は
水
田
西
吟
、
収
録
す
る
付
合
は
千
組

（物
種
集
は
五
百
組
）
、
入
集
者
の
数
も

『
物
種
集
』
の
一
六
五
名

（う
ち

一
人

は
読

人
不
知
）
か
ら
二
六
五
名
へ
と
、百
名
ふ
え
て
い
る
。
序
者
の
杉
村
西
治
は

「勢
州
」
と
す
る
が
詳
細
不
明
、
管
見
の
範
囲
本
書
に
十
三
組
入
る

以
外
で
は
、
『
大
矢
数
』
（
４４
の
３
）
に
名
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
本
書
に
は
既
に
米
谷
　
巌

・
檀
上
正
孝
氏
編

「
物
種
集

。
二
葉
集
作
者
索
引
」

∩
近
世
文
芸
稿
」
９
、
昭
和
３９

・
２
）
や
大
谷
篤
蔵
氏
編

「
俳
譜
新
付
合
物
種
集
追
加
二
葉
集
索
引
只
「
女
子
大
国
文
」
１８
ヽ
昭
和
４．

．
ｎ
）
、

更
に
は

『
物
種
』
『
一葉
』
に
重
複
し
て
入
る
を
示
す
資
料

（古
典
俳
文
学
大
系

・
談
林
俳
諧
集

一
所
収
の
二
葉
集
）
も
備

っ
て
い
る
の
だ
が
、

上
記
を
参
照
し
つ
つ
、
以
下
に
若
千
の
考
察
を
試
み
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
巻
頭
の
付
合
だ
ろ
う
。
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九
四

か
ね
の
鎖
の
な
が
き
君
が
代

臣
は
水
日
本

一
の
あ
た
け
丸
　
　
西
魏

右
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
該
書
に
到

っ
て
、
西
鶴
は
初
め
て
自
身
の
作
で
巻
頭
を
飾

っ
た
。
念
の
た
め
記
せ
ば
巻
尾
は
津
田
体
甫
で
あ
る
。
処

女
編
著
の

『
生
玉
万
句
』
↑
」
れ
も
巻
頭
守
武
、
追
加
第
二
に
西
翁
が
座
る
が
）
は
さ
て
お
き
、
次
の

『
丹
仙
　
大
坂
俳
諧
師
』
以
来
、
本
書

を
除
い
て
己
の
編
著
で
師
宗
因
を
巻
頭
か
巻
尾
に
配
さ
な
い
の
は
な
か
っ
た

（
た
だ
し
大
坂
歳
旦
に
は
入
集
せ
ず
。
ま
た
圧
倒
的
に
巻
頭
が
多

く
、
巻
尾
は
古
今
誹
諧
師
手
鑑
の
み
）
。
む
ろ
ん
前
年
刊
の

『
物
種
集
』
も
宗
因
が
巻
頭
に
い
た
。　
入
集
数
こ
そ
六
十
三
組
で
宗
因
が
第

一
位

だ
が
、
「
一葉
集
』
に
お
け
る
こ
の
措
置
は
、
形
の
上
で
き
わ
め
て
異
例
と
い
え
た
。

し
か
も
句
意
で
あ
る
。
付
句
の

「
臣
は
水
」
は

「
君
は
船
臣
は
水
、
水
よ
く
船
を
浮
か
ぶ
」
（荀
子

上
及
公
篇
↓
謡

曲

内

外

詣

・
毛

吹
草

等
）
で
前
句
に
付
き
、
御
代
の
長
久
を
祝

っ
て
巻
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
く
は
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
問
題
は

「
日
本

一
の
あ
た
け
丸
」
と
続

け
る
場
合
で
あ
る
。
「安
宅
丸
」
は
三
代
将
軍
家
光
が
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
に
向
井
将
監
に
造
ら
せ
た
超
大
型
軍
船
形
式
の
御
座
船

で
、

推
定
排
水
量
千
五
百
ト
ン
、
船
首
に
長
さ
三
間
の
竜
頭
を
付
け
船
上
に
二
重
の
天
守
を
構
え
て
華
麗
を
極
め
た
が
実
用
性
に
乏
し
く
、
天
和
二

年

（
一
六
八
二
）
、
五
代
綱
吉
の
命
で
解
体
さ
れ
た
と
い
う

（吉
川
弘
文
館
国
史
大
辞
典
）
。
『
御
当
代
記
』
は
こ
の
解
体
の
事
態
を
、
「
当
代
御

た
た
ま
せ
被
成
候
御
心
、
諸
人
不
審
仕
」
（天
和
二
年
秋
）
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
む
ろ
ん
延
宝
七
年
の
時
点
で
は
名
声
を
保

っ
て
お
り
、
庶

民
レ
ベ
ル
で
言
え
ば

「
あ
た
け
丸
と
て
日
本

一
の
御
舟
」
（東
海
道
名
所
記

。
一
）
で
な
け
れ
ば
句
が
意
味
を
な
さ
ぬ
こ
と
に
な
る
。

さ
て
そ
こ
で
問
題
は

「
日
本

一
」
の
係
り
受
け
で
あ
る
。
素
直
に
は

「
日
本

一
の
あ
た
け
丸
」
で
あ
る
が
、
同
時
に

「
日
本

一
」
は

「
臣
は

水
」
を
も
受
け
、
つ
ま
り
は

「
臣

（水
と

が

「
日
本

一
」
と
も
な
る
。
そ
こ
で
こ
の

「
君
」
を
師
、
「
臣
」
を
弟
子
と
解
し
た
ら
ど
う
な
る
だ

ろ
う
。
弟
子
が
師
を
よ
く
浮
か
ば
せ
る
こ
と
に
な
る
。
付
会
に
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
ど
う
も
単
純
に
御
代
長
久
を
祝
う
と
の
み
は
受
け
と

れ
な
い
。
し
か
も
本
書
の
巻
頭
部
分
は
、
井
原
西
鶴
、
夕
陽
庵
道
寸
、
松
山
玖
也
、
西
山
梅
翁
、
釈
　
西
海
、
前
川
由
平
、
大
淀
友
翰

（三
千

風
）
、
南
元
順
と
並
び
、
巻
尾
は
高
滝
益
翁
、
高
石
石
斎
、
那
波
江
雲
、
西
山
梅
翁
、
荒
本
田
守
武
、
山
崎
宗
鑑
と
進
み
、
津
田
休
甫
で
終

っ



て
い
た

（因
み
に
記
す
と
物
種
集
は
梅
翁

・
玖
也

・
保
友

・
元
順

・
西
鶴

・
遠
舟
の
順
で
始
ま
り
、
西
鬼

・
貞
室

・
保
友

・
正
甫

・
読
人
不
知

で
終
る
）
。
俳
歴
か
ら
み
て
西
鶴
が
破
格
で
、
巻
尾
に
整
合
性
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
は
言
い
条
、
宗
因
が
落
着
か
な
い
。
な
ぜ
こ
う
い
う

形

と
な

っ
た
の
か
。
こ
の
年
に
始
ま
る
京
阪
の
談
林
の
主
導
権
争
い
の
余
波
か
、
西
鶴
の
宗
因
離
れ
を
示
す
の
か
。
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え

ぬ
が
重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
て
、
西
鶴
が
影
の
編
者
を
置
く
の
は
本
書
が
最
初
で
あ
る
が
、
西
治
を
表
に
出
さ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
も
、
こ
の
辺
に
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〓
一　
新
旧
交
代

次
に

『
二
葉
集
』
に
五
組
以
上
入
る
者
を
、
上
位
か
ら
あ
げ
て
み
る
。
二
六
五
名
中
五
十
八
名
。
下
に
（　
）
で
示
す
の
は

『
物
種
集
』

へ
の

入
集
数
で
あ
る
。

６３
０
西
山
梅
翁
　
　
５４
０
井
原
西
鶴

‐６
０
中
村
西
国
　
　
１４
ω
松
山
玖
也

‐２
③
岩
井
武
仙
　
　
１１
０
釈
　
西
海

９
０
榎
並
宗
全
　
　
９
０
南
部
素
敬

７
０
京
　
千
春
　
　
７
①
山
本
西
夕

６
０
釈
　
西
海
　
　
６
０
江
戸
幽
山

６
０
大
須
賀
胤
久
　
６
①
松
井
西
花

５
０
正
木
西
愚
　
　
５
０
藤
原
柳
海

５
０
木
村
西
虎
　
　
５
０
江
戸
仙
風

３７
０
和
気
遠
舟
　
　
２８
０
青
木
友
雪
　
　
２３
０
梶
山
保
友

‐４
０
斎
藤
賀
子
　
　
１３
０
水
田
西
吟
　
　
１３
０
杉
村
西
治

■
０
松
嶺
軒
西
波
　
１０
⑥
岩
田
西
里
　
　
１０
０
松
井
悦
重

９
②
山
田
西
長
　
　
８
０
江
戸
不
卜
　
　
８
０
中
堀
幾
音

７
⑥
柏
　
一
礼
　
　
７
０
江
戸
笑
吟
　
　
７
０
片
岡
旨
恕

６
０
川
野
定
俊
　
　
６
０
光
吉
定
祐
　
　
６
０
井
口
如
貞

６
０
江
戸
卜
尺
　
　
６
③
吉
田
川
柳
　
　
６
０
井
筒
公
木

５
０
江
戸
泰
徳
　
　
５
０
家
利
可
尋
　
　
５
０
樋
口
如
見

２３
０
南
　
一万
順
　
　
２０
③
高
滝
益
翁

‐２
０
前
川
由
平
　
　
１２
０
奥
村
林
雪

１０
０
谷
　
木
因
　
　
９
０
中
村
鶴
道

８
０
沢
井
梅
朝
　
　
７
③
中
林
素
玄

７
０
牧
野
西
鬼
　
　
７
①
市
村
松
鶴

６
０
山
中
西
六
　
　
６
②
水
守
重
直

５
０
藤
原
貞
因
　
　
５
０
秋
津
守
由

５
０
古
川
自
次
　
　
５
②
浄
照
坊
昨
夢

因
み
に
記
せ
ば
、
『
物
種
集
』
で
は
梅
翁

・
西
鶴

・
玖
也

・
保
友

・
元
順

・
胤
久

・
益
翁

・
素
玄
の
順
。
「
一葉
集
』
で
玖
也
が
後
退
す
る
の

は
延
宝
四
年
に
没
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
本
書
で
も
益
翁
あ
た
り
ま
で
の
順
位
に
は
大
差
な
く

（
胤
久
は
物
種
で
特
例
）
、大
阪
を
代
表
す
る

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



九
六

顔
に
は
敬
意
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
記
せ
ば
、
収
録
数
が
倍
増
す
る
に
対
し
員
数
は
百
の
増
加
な
の
だ
か
ら
、
二
書
同
程
度
な

ら
後
者
の
数
が
軽
い
こ
と
に
な
る
。
気
付
い
た
こ
と
か
ら
記
し
て
い
く
と
、
中
堀
幾
音

（
８
組
）
、
中
林
素
玄

（
７
）
、
柏

　
一
礼
（同
）
、
牧
野

西
鬼

（
同
）
な
ど
は
『
生
玉
万
句
』
以
来
の
同
志
な
が
ら
入
集
数
殆
ど
変
ら
ず
、
相
対
的
に
は
軽
く
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る

（
独

吟

一
日
千

句
初
出
の
光
吉
定
祐
、
大
坂
歳
旦
の
吉
田
川
柳
も
し
か
り
）
。
彼
等
よ
り
古
い
藤
原
貞
因

（
５
組
）
、
樋
口
如
見

（
同
）
も
井
口
如
貞
（
６
）
を
除

け
ば
同
じ
で
あ
る
。

そ
ん
な
な
か
で
、
和
気
遠
舟

（
４
↓
３７
）
と
青
木
友
雪

（
０
↓
２８
）
の
飛
躍
的
優
遇
が
ま
ず
特
記
さ
れ
よ
う
。
遠
舟
と
の
近
し
さ
に
つ
い
は

こ
れ
ま
で
綾
々
述
べ
て
き
た
処
。
友
雪
は
『
生
玉
万
句
』
で

里
円
木
藤
兵
衛
友
浄
」
と
し
て
執
筆
を
つ
と
め
て
以
来
の
交
流
も
あ
る
が
、
こ
の
年

四
月
の

『
両
吟

一
日
千
句
』
な
ど
近
く
に
来
て
の
親
交
が
与

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
い
で
斎
藤
賀
子

（
７
↓
１４
）
ヽ
前
川
由
平
（
４
↓
１２
）
、

岩
井
武
仙

（
３
↓
・２
）
が
目
立
つ
。

つ
ま
り
は
こ
の
時
点
で
の
親
疎
の
差
を
み
ご
と
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
眼
を
直
系
に
転
ず
る
と
西

鶴
の
意
図
を
更
に
露
骨
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
村
西
国

（
３
↓
１６
）
ヽ
水
田
西
吟

（
５
↓
１３
）
以
下
、
「
西
」
を
号
に
付
す
者
を
た
ど

る
と

（市
村
松
鶴
も
）
、
釈
　
西
海
と
木
村
西
虎
を
例
外
に
、
軒
並
み
大
幅
な
伸
張
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
（杉
村
西
治
は
編
者
と
し
て
の
功

だ
ろ
う
）
。
中
に
は
衣
笠

一
鶴

（
７
↓
４
）
の
ご
と
き
例
外
も
あ

っ
た
が
、
概
し
て
言
え
ば
、
北
峯
正
甫

（
７
↓
４
）
、
井
上
宗
恭

（
５
↓
４
）
、

西
岸
寺
住
口

（
５
↓
１
）
な
ど
の
古
俳
が
割
を
く

っ
て
い
た
。

し
か
し
て
右
の
事
実
は
、
「
万
よ
し
世
の
中
に
、
俳
諧
の
附
合
物
種
を
ま
か
れ
し
田
蓑
の
嶋
の
編
の
あ
し
跡
を
し
た
ひ
て
」
、「姿
言
葉
の
か
は

り
た
る

一
作
」
を
、
「
今
あ
ら
た
め
て
新
田
を
ひ
ら
」
く
と
い
う

『
二
葉
集
』

序
文
の
主
旨
に
即
す
れ
ば
、　
あ
る
い
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
だ
と

言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
は
こ
の
序
文
そ
の
も
の
が
曲
者
で
、確
か
に
多
く
の
新
人
を
含
ん
で
は
い
る
も
の
の
彗
一口
っ
て
み
れ
ば
自

己
周
辺
の
者
を
入
れ
こ
む
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ

ュ
の
役
割
も
充
分
に
担

っ
て
い
た
。
例
え
ば

『
物
種
集
』
と

『
二
葉
集
』
に
同

一
の
付
合
が
重
出
す

る
者
が
八
十
四
名
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
わ
ず
か

一
組
か
二
組
の
入
集
で
、
そ
れ
が
全
く
同

一
の
者
が
十
七
名
い
る

（
一
組
１５
名
、　
２
組

２

名
）
。
試
み
に
そ
れ
を
示
せ
ば
次
の
通
り
。



伊
丹

一
勝
　
　
多
羅
尾
西
也
　
山
崎
間
楽
　
　
川
辺
長
治
　
　
山
川
吉
勝
　
　
半
井

一
六
　
　
仁
和
寺
有
年
　
　
岡
田
悦
春
　
　
高
木
松
意

寺
田
時
久
　
　
多
古
夕
風
　
　
西
田
久
任
　
　
白
江
酔
鶯
　
　
山
崎
梵
益
　
　
禁
野
蒲
刷
　
　
浅
沼
賛
也
　
　
　
平
野
末
成

（
一
六
と
賛
也
が
二
組
）

右
に
は
現
役
の
高
木
松
意
や
西
鶴
の
版
下
を
書
く
浅
沼
賛
也
が
い
て

一
概
に
は
言
え
ぬ
が
、
し
か
し

『
可
仙
　
大
坂
俳
諧
師
』
に
入
る
半
井

一
六
、
岡
田
悦
春

・
西
田
久
任

・
白
江
酔
鶯
、
ま
た
山
崎
間
楽
や
川
辺
長
治
、
山
崎
梵
益

・
禁
野
蒲
鯉
な
ど
、
古
参
な
い
し
そ
れ
に
近
い
者
が

多
い
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
事
実
で
あ

っ
た
。
彼
等
は
ま
さ
し
く
遠
舟
や
友
雪
、
西
国
や
西
吟
等
と
対
照
的
に
遇
さ
れ
て
い
る
。
『
生
玉
万
句
』

に
出
句
し
た
平
野
の
生
松
勝
政
が

『
物
種
』
に

一
組

『
二
葉
』
に
二
組
入
り
そ
の

一
つ
が
重
複
す
る
こ
と
、
『
腎
仙
』
に
入
る
古
俳
片
山

秋

月

の

『
物
種
』
二

『
二
葉
』

一
で
そ
の

一
の
重
複
、
『
生
玉
』
に
出
句
す
る
泉
州
尾
崎
の
吉
田
尾
蠅
が

『
物
種
』
三

『
二
葉
』
に
二
で
そ
の
一
一
組

が
重
な
る
事
実
を
加
え
れ
ば
、
編
者
が
彼
等
を
ど
う
遇
し
た
か
は
更
に
は
っ
き
り
し
よ
う
。
「
一葉
集
』

に
お
け
る
西
鶴
は
、

自
己
周
辺
並
び

に
親
疎
の
程
度
で
、
扱
い
を

一
段
と
明
確
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

話
を
前
の
掲
出
Ｌ
戻
す
と
、
江
戸
俳
人
の
進
出
が
目
立
つ
が
こ
れ
は
後
に
譲
る
。
谷
　
木
因

（
３
↓
・０
）
、
井
筒
公
木

（
０
↓
６
）
の
う
ち
、

木
因
は
前
年
急
速
に
親
し
く
な

っ
た
美
濃
の
俳
人

（前
号
参
照
）
。

公
木
は
西
鶴
編
著
に
初
め
て
顔
を
出
す
人
物
で
あ
る

が
、

本

年

正

月
に

関
送
り
し
た
因
な
の
た
め
だ
ろ
う
。
親
し
む
と
す
ぐ
と
り
い
れ
る
の
は
西
鶴
の
通
例
で
あ
る
。
大
阪
の
俳
人
で
は
奥
村
林
雪

（
０
↓
１２
）
松
井

悦
重

（
０
↓
１０
）
、
沢
井
梅
朝

（
０
↓
８
）
、
秋
津
守
良

（
０
↓
５
）
、
藤
原
柳
海

（
同
）
、
家
利
可
尋

（
同
）
の
突
然
の
進
出
が
目
立
つ

（
正
木

西
愚
も
）
。
彼
等
が
な
ぜ
入

っ
た
の
か
は
不
明
、
ま
だ
精
査
し
て
い
な
い
が
西
鶴
編
著
に
限
れ
ば
、
柳
海
は
本
書
の
み
、
他
は

『
大

矢

数
』
に

の
み
名
を
見
出
す

（林
雪
６

・
１
、
悦
重
は
線
香
見
の
役
と
１５
の
３
、
梅
朝
４０

．
３
、
守
由
４０

．
１
、
可

尋

４．

．
１
、
西
愚
３５

。
７
）
。
片
岡

旨
恕
は
熟
知
の
間
柄
、
筑
前
の
古
川
自
次
は

『
大
坂
歳
旦
』
（引

付

３‐５
）
に
既
に
名
を
見
、
『
大
矢
数
』
（
１７

・
１
）
に
も
出
句
す
る
人
物
で
あ

２一
。

西

鶴

九
七



九
八

四
　
一
一葉
集
の
江
戸
俳
人

さ
て
、
既
述
し
た
よ
う
に
自
己
周
辺
優
遇
の
目
立
つ

『
二
葉
集
』
で
は
あ
る
が
、
む
ろ
ん
西
鶴
の
眼
は
、
大
阪
以
外
に
も
向
け

ら

れ

て

い

た
。
そ
れ
は

『
物
種
集
』
よ
り
も
更
に
拡
大
、
奥
州
の
南
部
か
ら
九
州
ま
で
、
九
十
名
を
越
す
と
考
え
ら
れ
る
。
堺

（既
出
２
名
、
新

出

９

名
）
、
伊
丹

・
池
田

（既
出
４
、
新
出
５
）
、
中
国
筋

（既
出
３
、
新
出
４
）
、
九
州

（既
出
３
、
新
出
３
）
な
ど
が
主
で
あ
る
が
、
な
ん
と

い

っ
て
も
特
筆
す
べ
き
は
、
江
戸
か
ら
の
大
量
入
集
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
中
に
は
、
前
章
の
一
覧
に
も
あ

っ
た
よ
う
に
、
不
卜

（
８
）
、
笑

吟

（
７
）
、
幽
山

（
６
）
卜
尺

（同
）
、
泰
徳

（
５
）
、
仙
風

（同
）
な
ど
、他
に
比
し
入
集
数
の
多
い
者
も
多
く
い
た
。
そ
し
て
右
は
、
『物
種
集
』

に
山
口
信
章
と
門
村
兼
豊
が

「
江
戸
」
を
冠
し
て
各
二
組
し
か
入
っ
て
い
な
い
の
に
比
べ
て
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
も

っ
と
も

「
江
戸
」
を

冠
せ
ず
に
柏
木
源
五

一
が
入
っ
て
お
り
、
本

『
二
葉
集
』
の
場
合
も
田
代
松
意
（
２
組
）
、
釈
　
才
丸

（
１
）
に
は

「
江
戸
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い

な
い
。
従

っ
て
厳
密
さ
に
欠
け
る
憾
み
は
あ
る
が
、
便
宜

「
江
戸
」
を
冠
す
る
三
十
七
名
に
限

っ
て
、
こ
の
入
集
が
西
鶴
に
と
っ
て
い
か
な
る

意
味
を
持
つ
の
か
検
討
し
て
み
た
い
。
山
口
信
章
や
谷
　
木
因
、
ま
た
井
筒
公
木
や
仙
台
の
大
淀
友
翰

・
木
村

一
水

（後
二
者
は
本
書
が
西
鶴

編
著
で
は
初
見
）
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
入
る
直
前
に
は
な
ん
ら
か
の
因
縁
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
頁
に
示
す
表
は

「
江
戸
」
を
冠
し
て
出
る
江
戸
俳
人
を
、
入
集
数
の
多
い
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
松
尾
桃
青
が
初
め
て
西
鶴

の
視
野
に
入
っ
た
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
る
の
だ
が
そ
れ
以
上
に
驚
く
こ
と
は
、
繰
返
し
に
な
る
が
そ
の
数
の
多
さ
で
あ
る
。
前

年
の

『
物

種

集
』
で
信
章
と
兼
豊
し
か
入
れ
な
か
っ
た
西
鶴
が
、
な
ぜ

一
挙
に
三
十
七
名
も
採

っ
た
の
か
。
ま
た
ど
う
い
う
ル
ー
ト
で
知
り
得
た
者
を
入
れ

た
の
か
。
表
の

一．西
鶴
編

著
」
の
欄
に
書
き
こ
み
の
で
き
る
者
、
即
ち

一
柳
軒
岡
村
不
卜
、
丁
々
軒
高
野
幽
山
、
松
尾
桃
青
、紫
藤
軒
池
西
言

水
、
門
村
法
橋
兼
豊
、
福
田
露
言
、
小
西
似
春

（
こ
の
年
同
席
）
、壷
瓢
軒
岸
本
調
和
、
神
田
蝶
々
子

（磐
城
城
主
内
藤
露
浩
も
）
な
ど

一
家
を

な
し
て
い
る
俳
人
に
つ
い
て
は
、
信
章
の
上
京

（延
宝
二
年
秋
か
ら
翌
年
春
）
や
前
年
の
田
代
松
意
と
の
会
席

（虎
渓
の
橋
）
を
通
じ
て
、
ま
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注
　
表
の
数
字
の
（　
）内
は
総
数
の
内
に
占
め
る
付
合
の
数
を
示
す

略
記
説
明

西
鶴
編
著
　
　
古
　
今
―
古
今
誹
諧
師
手
鑑
、
延
宝
四
年
十
月
自
序
、
躙
句
入
集
。

大
　
矢
―
西
鶴
大
矢
数
、
延
宝
八
年
五
月
興
行
、
総
勢
７２０
名
。

〓
一　
津
Ｌ
誹
譜
三
ケ
津
、
天
和
二
年
二
月
序
、
３６
名
入
集
。

一品
　
名
―
高
名
集
、
天
和
二
年
三
月
序
、
６６
名
入
集
。

名
残
友
―
西
鶴
名
残
の
友
、
元
禄
十
二
年
刊
。

俳
　
　
圭
日　
　
当
　
世
―
誹
諧
当
世
男
。
二
冊
。
延
宝
四
年
神
田
蝶
々
子
自
序

（撲
）。
発
句
３３３
ヽ
付
合
２‐６
ヽ
作
者
１８７
名
。
古
典
俳
文
学
大
系
、
談
林
俳
諸
集
一
に
拠
る

通
　
町
―
俳
諸
江
戸
通
り
町
。
二
冊
。
延
宝
六
年
七
月
刊
。
二
葉
子
撰
と
す
る
が
実
際
は
父
蝶
々
子
撰
。
発
句
２７０
、
付
合
８７
、
作
者
１６６
名
。
古
典
俳
文
学
大
系
、
談

林
俳
話
集
二
に
拠
る
。

新
　
道
―
江
戸
新
道
。　
一
冊
。
延
宝
六
年
八
月
奥
書
、
紫
藤
軒
言
水
撰
。
発
句
２‐５
ヽ
作
者
１１２
名
。
俳
諸
文
庫
、
芭
蕉
以
前
俳
諸
集
に
拠
る
。

広
小
路
―
江
戸
広
小
路
。
二
冊
。
延
宝
六
年

一
柳
軒
不
卜
序

（撰
）。
発
句
４‐３
ヽ
付
合
３０５
ヽ
作
者
１１０
名
。
古
典
俳
文
学
大
系
、
談
林
俳
諸
集
二
に
拠
る
。

富
　
石
―
富
士
石
。
四
冊
、
延
宝
七
年
四
月
壺
酔
軒
興
也
序
、
壺
瓢
軒
調
和
撰
、
発
句
一会
四、　
作
者
３０６
名

（巻
末
句
引
）。
近
世
文
学
資
料
類
従
、
古
俳
諧
集
３４
に

拠
る
。

蛇
　
酢
―
綿
江
戸
蛇
之
絆
。　
一
冊
。
延
宝
七
年
五
月
奥
書
、
紫
藤
軒
言
水
撰
。
発
句
馴
、
作
者
１２４
名
。
古
典
俳
文
学
大
系
、
談
林
俳
諸
集
一
に
拠
る
。

坂
　
東
―
都
坂
東
太
郎
。
二
冊
。
延
宝
七
年
十
二
月
言
水
序
、　
一
切
経
堂
才
丸
撰
。
発
句
７７９
ヽ
作
者
１５６

（桜
井
武
次
郎
氏
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
）
で
あ
る
が
、
便

宜
句
引

（
７３０
ｏ
Ｗ
）
に
拠
る
。
古
典
俳
文
学
大
系
、
談
林
俳
諧
集
二
。

誹
　
枕
―
誹
枕
。
四
冊
。
延
宝
八
年
素
堂
序
、
高
野
幽
山
撰
。
発
句
８４４
ヽ
作
者
２３２
名
。
日
本
俳
書
大
系
、
談
林
俳
諸
集
に
拠
る
。

向
之
岡
―
俳
諸
向
之
岡
、
三
冊
か

（現
存
二
冊
）。　
一
柳
軒
不
卜
序

（撰
）。
延
宝
八
年
成
発
句
〓
火
、
作
者
２‐５
名
。　
上
巻
は
岡
田
彰
子
氏
の
翻
刻

（大
阪
青
山
短
大

国
文
２
号
、
昭
和
６．
．
２
）
に
、
中
巻
は
学
習
院
大
学
国
文
研
究
室
所
蔵
本
に
拠
る
。

弁
　
慶
―
緋
江
戸
弁
慶
。
上
巻

一
冊
の
み
伝
存
。
延
宝
八
年
刊
な
ら
ん
。
池
西
言
水
撰
。
発
句
６７８
ヽ
作
者
２３３
名
。
俳
諸
文
庫
、
芭
蕉
以
前
俳
諸
集
に
拠
る
。

東
　
日
―
緋
東
日
記
。
二
冊
。
延
宝
九
年
夏
、
依
木特
小
僧
才
麿
序

（撰
）。
発
句
８００
、
作
者
２６９
名
。
古
典
俳
文
学
大
系
、
談
林
俳
諸
集
一
に
拠
る
。

な
お
、
智
風
は
通
町
・広
小
路
と
も
智
鳳
、誹
枕
で
如
流
は
板
花
恕
流

（富
士
石
等
で
板
花
勾
当
如
流
）、信
章
に
関
し
て
は
新
道
・富
士
石
等
が
来
雪
、
誹
枕
と
東
日
が
素
堂
と
す
る
。

た
そ
ん
な
交
流
が
な
く
て
も
、
知
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
他
の
さ
ほ
ど
名
が
通

っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
ぬ
者
を
、
西
鶴
が
注
視

し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
、
江
戸
の
俳
壇
が
活
気
を
帯
び
始
め
る
延
宝
中
頃
か
ら
末
期
に
か
け
て
出
さ
れ

た
江
戸
の
撰
集

へ
の
三
十
七
名
の
入
集
状
況
を
、
表
の
下
部
に
示
し
て
み
た
。　
一
覧
し
た
だ
け
で
、
不
卜

・
幽
山

・
桃
青

・
言
水

・
兼
豊
な
ど

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

一



一
〇
二

の
処
に
空
欄
の
少
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
西
鶴
の
後
年
の

『
三
ケ
津
』
や

『
高
名
集
』
で
の
選
択
の
基
準
が
、
江
戸
に
関
し
て
は
案
外
中
庸
を

得
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
が
、
空
自
の
目
立
つ
俳
人
、
寸
夕
や
卜
由
や
可
青

・
重
吉

・
宗
真
等
々
を
、
彼
は
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り

得
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
が
西
丸
で
あ
る
。
西
丸
は
大
和
国
宇
陀
の
生
ま
れ
、山
本
西
武
門
か
ら

『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
（延
宝
四
年
刊
）
に
「南
都

谷
松
笠
軒
西
丸
」
で
入
る
頃
に
は
西
鶴
門
に
転
じ
て
い
た
、
姉
ヽ
同
五
年
頃
に
は
東
下
、
早
く
も
延
宝
七
年
（師
走
下
旬
言
水
序
）
に
は
、
「撰

者

一
切
経
堂
才
丸
」
の
名
で
、
『
緋
坂
東
大
郎
』
を
公
刊
し
て
い
た
。
時
に
二
十
四
歳
。
岸
本
調
和
の
後
援
あ

っ
た
か
と
さ
れ
る
通

り
調
和
の

四
十
八
句
入
集
が
最
高
で

（表
参
照
）
、
か
つ
号
に

「
調
」
の
付
く
入
集
者
も
二
十
七
名
を
数
え
る
。
し
か
し
ま
た
同
時
に
、
武
州
羽
生
を
中
心

に
、
丸
石

・
丸
露

・
鉄
丸

・
丸
之

・
重
丸
、
西
望

・
西
勝

・
西
調

・
西
嶺

・
西
童

・
西
友

・
西
和

・
西
石

・
西
詠
と
い

つ
た
、　
一
見
直
門
と
考

え
ら
れ
る
層
を
も
形
成
し
て
い
て
、
台
頭
が
著
し
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
表
か
ら
分
る
よ
う
に
、
『
坂
東
太
郎
』
か
ら

『
二
葉
集
』
に
入
集

す

る
者
は
十
三
名
と
意
外
に
少
な
く
、
目
を
惹
く
の
は
笑
詠

（
１
句
）
、
如
流

（
５
）
、
露
夕

（
１
）
、
青
雲

（
１
）
程
度
、
入
集
者
数
と
収

録

句

数
か
ら
み
て
、
才
丸
か
ら
西
鶴

へ
の
ル
ー
ト
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
時
期
活
躍
め
ざ
ま
し
い
池
面
言
水

（江
戸
新
道
、
江
戸
蛇

之
酢

。
江
戸
弁
慶

・
東
日
記
）
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
新
進
若
手
と
の
結
び
つ
き
は
認
め
ら
れ
な
い
。

逆
に
最
も
関
連
濃
密
な
の
が
岡
村
不
卜
の
『
江
戸
広
小
路
』
で
あ
る
。
ま
ず

『
広
小
路
』
に
は
三
十
七
名
中
笑
吟

・
笑
受

・
笑
詠

・
露
耳
の
四

名
を
除
く
三
十
三
名
が
入

つ
て
い
て
そ
の
数
は
断
然
他
を
圧
し
て
い
る

（
３７
名
の
う
ち
笑
受
と
露
耳
は
掲
載
の
俳
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、

御
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
）
。
次
に
、
こ
の

『
広
小
路
』
の
撰
者
不
卜
が
、
江
戸
で
は
最
高
の
八
句
を
得
て
い
る
。
更
に
該

書
の
欄

を
横
に
見
て
い
く
と
、
幽
山
の
五
十
句
は
措
く
と
し
て
、
卜
尺

（小
沢
氏
）
三
十
三
、
泰
徳

（
西
岡
氏
）
二
十
六
、
仙
風

（
杉
山
氏
、
杉
風
の

父
）
二
十
と
、
「
一葉
集
』
に
採
ら
れ
る
者
が
続
出
、
か
つ
そ
の
入
集
句
数
が
他
に
比
し
て
圧
倒
的
に
多
い
（撰
集
自
体
の
収
録
数
も
多
い
が
）
。

な
お
付
け
加
え
る
と
、
卜
由

・
卜
円

・
卜
吟

・
寸
夕

・
愚
候

（富
士
石
に
金
田
愚
候
）
・
可
青

。
重
吉

・
随
所

（富
士
石
に
深
町
随
所
）
二
不
真

と
、
他
で
は
空
自
の
多
い
俳
人
が
輩
出
し
て
い
る
。
上
記
の
う
ち
卜
由

・
卜
円

・
卜
吟
は
不
卜
直
系
と
考
え
て
亀
哺
か
。
ま
た
寸
夕

・
卜
由

・



卜
円

。
宗
真
の
四
名
は
該
書
に
の
み
載
る
。
二
年
後

の
同
人
撰

『
向
之
岡
』
に
な
る
と
十
八
名
に
減
少
し
、
七
組
採
ら
れ
第
二
位
に
あ
る
笑
吟

が
載
ら
ぬ
な
ど
気
に
な
る
処
も
あ
る
が

（
た
だ
し
向
之
岡
に
は
２
句
入
集
。
笑
詠
も
７
句
入
る
）
、
と
も
か
く
こ
こ
で
は

『
広
小
路
』
が

最

も

密
で
あ
る
こ
と
を
認
め
よ
う
。

注
③

そ
し
て
、
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
檀
上
正
孝
氏
の

「
芭
蕉
論
序
説
」
の
詳
細
的
確
な
江
戸
俳
壇
分
析
で
あ
る
。
氏
は
上
稿
で
延
宝
期
の

江
戸
俳
壇
を
大
き
く
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ

（江
戸
は
え
ぬ
き
派
、
談
林
派
、
風
虎

・
露
浩
派
、
東
下
京
都
俳
人
派
）
、
そ

の
第

一
の

は
え
ぬ
き
派
を
調
和
系
、
不
卜
系
、
蝶
々
子
系
に
、
風
虎

・
露
浩
派
を
幽
山

・
如
流

・
泰
徳
系
、
似
春

・
信
章

・
桃
青
系
、
言

水

・
才

丸
系

に
、
そ
れ
ぞ
れ
細
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第

一
の
う
ち
の
不
卜
系
は
、
延
宝
中
期
以
後
、
第
二
の
風
虎

・
露
浩
派
の
似
春

・
信
章

・
桃
青
系

に
急
速
接
近
す
る
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
右
の
教
示
に
従

っ
て
表
示
の

『
広
小
路
』
と

『
向
之
岡
』
を
見
る
と
、
信
章

・
桃
青

・
露
浩

・
似
春
の

入
集
数
が
他
に
比
し
確
か
に
多
い
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る

（
た
だ
し
広
小
路
の
露
浩
、
向
之
岡
の
信
章
は
少
な
い
。
信
章
は
誹
枕
を
除
く
と

概
し
て
少
な
い
）
。
な
お
付
け
加
え
る
と
檀
上
氏
は
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
の
談
林
派
、
『
談
林
十
百
韻
』
（延
宝
三
年
刊
）
に
参
加
し
た
田
代

松

音
〔

・
野
口
在
色
等
九
名
の
う
ち
、
三
輪

一
鉄

・
正
友

・
卜
尺
は
、
の
ち
風
虎

・
露
浩
派
に
転
じ
た
と
さ
れ
る
。

い
ま
筆
者
の
念
頭
に
あ
る
の
は
前
述

『
物
種
集
』
に
入
る
山
口
信
章
の
存
在
で
あ
る
。
前
回
記
し
た
の
だ
が
彼
は
延
宝
二
年
の
秋
か
ら
翌
三

年
春
に
か
け
て
上
京
滞
在
し
、
西
鶴
と
の
交
渉
は
確
認
で
き
ぬ
も
の
の
片
岡
旨
恕
と
は
同
席
し
て
歌
仙
を
巻
い
て
い
た
曾
日
恕
撰

『
草
枕
』
∧
推

定
延
宝
四
年
刊
∨
所
収
）
。
三
年
五
月
に
は
東
下
の
宗
因
を
迎
え
て
も
い
る
。
翻

っ
て
貞
享
五
年
三
月
自
序
の
不
卜
撰

『
続
の
原
』
公
一冊
）
を

見
る
と
、
「
四
季
句
合
」
（各
１２
番
、
秋
の
み
１１
番
）
の
春
と
冬
は
素
堂

（信
章
）
と
桃
青
が
判
者
を
つ
と
め
て
お
り
、
不
卜
は
一
門
を
引
き
連

れ
、
蕉
門
か
ら
も
挙
白

・
仙
花

・
破
笠

・
去
来

・
野
馬

・
其
角

・
嵐
雪
等
が
参
加
。
巻
頭
春
の
句
合
の
素
堂
判
詞
に
は
、

「古
き
世
の
友
不
ト

子
、
十
余
ふ
た
番
の
句
合
を
袖
に
し
来
て
判
を
も
と
む
」
と
記
し
て
い
る
。
西
鶴
が

『
広
小
路
』
を
見
た
な
ど
と
言
う
つ
も
り
は
毛

頭

な

い

が
、
信
章
を
介
し
て
の
情
報
収
集
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ま

一
つ
、
表
の

「
西
鶴
編
著
」
の
処
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
西
鶴
の

『
大
矢
数
』
興
行
に
際
し
て
句
を
送

っ
て
い
る
の
が
不
卜
と
信
章
だ
け
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る

（他
に

「松
意
」
が
あ
り
、
田
代
松
意
の
可

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



一
〇
四

注
０

能
性
な
く
は
な
い
が
大
阪
の
高
木
松
意
だ
ろ
う
）
。不
卜
五
十
五
の
五
、
信
章
四
十
二
の
三
で
あ
る
か
ら
と
も
に
四
千
句
の
第
四
十
ま
で
に
は
入

ら
ず
、
残
余
の
表
八
句
に
名
を
連
ね
る
だ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
江
戸
か
ら
二
人
だ
け
が
送

っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
以
上
と
も
か
く

こ
こ
で
は
、
江
戸
三
十
七
名
中
不
卜
の
付
合
が

『
二
葉
集
』
に
最
も
多
く
入
集
し
、
そ
の

『
二
葉
集
』
に
入
る
三
十
七
名
は
彼
の
撰

に
な

る

『
江
戸
広
小
路
』
に
と
び
ぬ
け
て
多
く
重
な
る
こ
と
、

『
大
矢
数
』

へ
の
出
句
か
ら
西
鶴
と
不
卜
に
あ
る
繋
り
を
感
得
で
き
る
こ
と
、
ま
た
西

鶴
の
情
報
収
集
に
は
山
口
信
章
を
介
し
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
再
び
表
に
眼
を
転
ず
る
と
、

「
一葉
集
』
入
集
数
上
位
者
の
江
戸
俳
書

へ
の
入
集
が
、
年
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
て
減

少

し

て

い

く
こ
と
に
気
付
く
。
こ
れ
は
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
い
さ
さ
か
煩
わ
し
く
な
る
が
、
や
や
視
点
を
変
え
て
、

「
一葉
集
』
編

集

の
延

宝

七
年
を
目
処
に
、
江
戸
俳
壇
の
状
況
を
う
か
が
っ
て
み
る
。
延
宝
六
年
に
言
水
の
処
女
編
著

『
江
戸
新
道
』
が
出
、
不
卜
も

『
江
戸
広
小
路
』

を
刊
行
、
翌
七
年
五
月
に
は
言
水
の
第
二
撲
著

『
江
戸
蛇
之
酢
』
が
出
る
。
同
年
十
二
月
序
の
あ
る
才
丸
撲

『
坂
東
大
郎
』
刊
行

に

つ
い
て

も
師
で
あ
る
西
鶴
は
知

っ
て
い
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
こ
こ
で
は

一
応
、

『
当
世
男
』
か
ら

『
蛇
之
酢
』
ま
で
の
上
位
入
集
者
を
抽

出

し

て
み

スつ
。

○
当
世
男

（蝶
々
子
撰
）

蝶
々
子
４９
０

　

泰
徳
３５
０
　
　
　
宗
伴
３３
０
　
　
大
阪
宗
因
１６
０

　
十
歳
政
陳
１５
②

　

酒
云
１４
０
　
　
書
林
■
０
　
　
卜
尺
■
０
　
　
見
石
Ｈ
⑥

在
色
１０
〇
　
　
　
七
歳
億
丸
９
０

　
重
秀
９
０

　

青
雲
８
０

０
通
り
町

（
二
葉
子
↓
蝶
々
子
撰
）

蝶
々
子
３５
〇
　
　
一
一葉
子
２‐
０
　
　
和
石
１３
⑥
　
　
桃
青
１０
０
　
　
　
善
古
９
③
　
　
　
泰
徳
９
①
　
　
紀
子
８
０
　
　
信
風
６
０
　
　
億
丸
６
０

青
雲
５
⑤
　
　
　
調
泉
５
０
　
　
　
黄
鳥
子
５
０
　
調
味
５
０
　
　
　
流
也
４
ω
　
　
　
酉
水
４
０
　
　
玄
素
４
〇
　
　
一
省
４
０
　
　
白
糸
氏
４
②

Ｏ
新
道

（言
水
撰
）

ヽ

　ヽ
　
　
　
　
ヽ

　ヽ
　
　
　
　
ヽ

　ヽ
　
　
　
ヽ

　ヽ
　
　
　
　
準
に
　
　
　
　
ヽ

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
ヽ

言
水
１０
　
　
　
　
幽
山
９
　
　
　
　
露
浩
７
　
　
　
似
春
６
　
　
　
　
来
雪
６
　
　
　
　
心
色
５
　
　
　
一
鉄
５
　
　
　
樗
木
４
　
　
　
泰
徳
４

如
流
４
　
　
　
　
咋
雲
４
　
　
　
　
友
夕
４
　
　
　
一ム
奴
４
　
　
　
　
在
色
４



○
広
小
路

（
不
卜
撰
）

幽
山
５０
０
　
　
桃
青
３７
０
　
　
露
言
３５
０
　
　
卜
尺
３３
０
　
　
調
和
３２
０
　
　
不
卜
３‐
０
　
　
似
春
３０
０
　
　
調
泉
子
２９
０
　
　
泰
徳
２６
０

兼
豊
２０
０
　
　
仙
風
２０
０
　
　
寸
タ
ー９
０
　
　
流
也
１８
〇
　
　
一言
水
１７
０
　
　
蝶
々
子
１４
０
　
酉
水
Ｈ
③
　
　
心
色
Ｈ
⑥
　
　
　
智
鳳
Ｈ
⑥

Ｏ
蛇
之
酢

（言
水
撰
）

言
水
３９
　
　
　
露
浩
‐２
　
　
　
調
古
Ｈ
　
　
　
幽
山
１０
　
　
　
風
虎
１０
　
　
　
泰
徳
８
　
　
　
調
加
８
　
　
　
謀
諷
輔
８
　
　
　
安
昌
７

如
蛙
７
　
　
　
如
流
５
　
　
　
泰
清
５
　
　
　
幸
順
５
　
一
鉄
５

（数
字
中
０
内
は
総
数
の
う
ち
の
付
合
の
数
を
示
す
）

右
を
見
て
、

『
広
小
路
』
に
重
な
る
者
の
多
い
こ
と
は
当
然
な
が
ら
、
入
集
数
の
で
も
上
位
者
の
多
い
こ
と
が
分
る
。
次
に
言

水

撰

に
、

露
浩

・
似
春

・
幽
山
の
句
数
が
多
い
こ
と
。
更
に
は
、
不
卜
と
言
水
撰
で
、
幽
山
の
句
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
て

『
二
葉
集
』
上
位
入
集
者

の
方
だ
が
、
ま
ず
、
泰
徳

（
五
組
）
が
す
べ
て
に
顔
を
出
す
。
つ
い
で
、
卜
尺

（
６
組
）
、
青
雲

（
１
）
、
桃
青

（
４
）
、

流

也

（
４
）
、

酉

水

（
２
）
、
信
章

（
４
）
、
心
色

（
２
）
、
如
流

（
２
）
、
調
泉

（
１
）
な
ど
が
、
少
数
入
集
者
も
含
め
て
だ
が
、
ほ
ぼ
見
合

っ
た
形
で
出
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
。
そ
こ
で

『
二
葉
集
』
に
も
六
組
入
り

（
三
位
）
言
水

・
不
卜
に
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
幽
山
に
注
目
し
て
み
る
。

高
野
幽
山
は
松
江
重
頼
門
、
檀
上
氏
前
掲

「
芭
蕉
論
序
説
」
で
は
第
三
グ
ル
ー
プ
の
風
虎

・
露
浩
派
の
三
つ
の
系
統
の
う
ち
、
い
ま
掲
示
し

た
上
位
入
集
者
泰
徳

・
如
流
系
を
率
い
て
い
た
。
ま
た
掲
示
に
名
の
あ
る
青
雲
は
幽
山
門
で
、
『
誹
家
大
系
図
』
は
幽
山
門
に
あ
げ
な

が

ら
、

「
松
本
氏
、
通
称
詳
な
ら
ず
、
松
木
政
則
男
卜
云
、
或
云
、
宗
因
之
門
下

ニ
シ
テ
幽
山
ノ
友

ナ
リ
ト
モ
」
（
当
世
男
は
酒
井
氏
と
す

る
）
と
記

注
③

す
。
『
寛
文
比
俳
諧
宗
匠
井
素
人
名
誉
人
』
が

「
幽
山
三
物
連
中
」
に
あ
げ
る
の
で
、
幽
山
門
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
宗
因
が
東

下

し
た
折
、
芭
蕉
た
ち
は
彼
を
迎
え
て
、
江
戸
本
所
の
大
徳
院
で
、
「
い
と
涼
し
き
大
徳
也
け
り
法
の
水
」
の
宗
因
句
を
発
句
に
、
百
韻
興

行

を

催
し
た
の
だ
っ
た
。
集
う
た
連
衆
は
席
主
の
大
徳
院
住
職
の
礎
図
を
は
じ
め
、
幽
山

・
桃
青

・
信
章

・
木
也

・
吟
市

・
少

才

・
似
春
の
八
名

（そ
れ
に
執
筆
）。
こ
こ
に
幽
山
と
信
章

・
桃
青
派
の
交
流
を
見
る
の
だ
が
、
な
お
似
春
と
幽
山
は
宗
因
帰
阪
を
鎌
倉
ま
で
慕
い
、
「鎌
倉
三
吟
」

（百
韻
）
を
も
の
し
て
い
た

（『宗
因
七
百
韻
』
所
収
）。

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



一
〇
六

延
宝
五
年
成
立
の
内
藤
風
虎
主
催

『
六
百
番
誹
諧
発
句
合
』
の
諸
国
の
作
者
六
十
名
の
中
に
も
、
幽
山

・
似
春

・
露
浩

・
言
水

・
信
章

・
如

注
③

流

・
泰
徳

・
桃
青
の
八
名
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
同
六
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
幽
山
編
の

『
江
戸
八
百
韻
』
に
は
、
来
雪

（信
章
Ｙ

青
雲

・
言
水

・
如
流

・
泰
徳

（他
は

一
鉄
と
安
昌
）
が
参
加
し
て
い
た
。
よ
っ
て
こ
こ
に
幽
山
系
と
信
章

・
桃
青
系
の
接
近
を
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
こ
に
も
信
章
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
水

・
才
丸
系
の
言
水
は
ど
う
な
る
か
と
い
え
ば
、
彼
が
幽
山
に
寄
り
沿

う
形
で
登
場
す
る
こ
と
こ
れ
ま
た
檀
上
氏
に
指
摘
あ
喩
ず
前
掲
言
水
撰

へ
の
入
集
数
か
ら
で
も
分
る
。
対
す
る
に
才
丸
は
先
述
の
ご
と
く
調
和

寄
り
で
、
調
和
は
二
葉
集
に

一
組
し
か
入
っ
て
い
な
い
）
、
こ
こ
で
は
幽
山
側
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。

西
鶴
が
江
戸
を
多
く
採

っ
た
の
は
江
戸
俳
壇
の
活
気
を
看
取
し
た
せ
い
だ
と
思
う
。
江
戸
は
言
水

・
才
丸
の
登
場
に
よ
っ
て
革
新

の
風

生

じ
、そ
れ
が
間
も
な
く
桃
青

一
派
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
由
だ
が
、
確
か
に

『
江
戸
新
道
』
（延
宝
六
年
）
か
ら

『
江
戸
蛇
之
酢
』
（同
七
年
）
、

『
江
戸
弁
慶
』
（同
八
年
と
推
定
）
、
『東
日
記
』
（同
九
年
）
ま
で
の
言
水
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
『新
道
』
の
時
二
十
九
の
若
さ
だ

っ
た
。

先
述
の
ご
と
く
才
丸
も

『
坂
東
大
郎
』
（延
宝
七
年
）
の
時
二
十
四
歳
。
西
鶴
に
も
こ
の
雰
囲
気
は
伝
わ

っ
た
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
彼
の
眼

を

江
戸
に
向
わ
し
め
た
。
し
か
し
、
や
は
り
と
い
う
か
、
江
戸
は
遠
か
っ
た
。
不
卜
は
万
治
二
年

（
王
ハ
五
九
）

刊

の

『捨

子
集
』

が
初

見

で
、
大
阪
俳
壇
で
い
え
ば
浜
田
春
良
、
土
橋
宗
静
、
生
松
勝
政
等
、
西
鶴
が
本
書
で
は
概
ね
冷
遇
し
た
俳
士
と
同
じ
頃
の
人
で
あ
る
。
泰
徳

・

如
流
に
し
て
も
明
暦

・
寛
文
以
来
の
古
俳
で
あ
る
由
、
仙
風
は
杉
風
の
父
で
あ
る
。
こ
の
彼
等
を
優
遇
し
な
が
ら
、
自
ら
の
弟
子
で
あ
る
才
丸

か
ら
は
一
組
採
る
の
み
だ
っ
た
。
後
述
伊
丹
の
鬼
貫
十
九
歳
、
鉄
幽
十
八
歳
を
採
録
し
た
こ
と
に
徴
し
て
も
、
上
方
圏
と
は
全
く
対
照
的
た
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
自
著
に
権
威
を
持
た
せ
る
た
め
と
も
解
さ
れ
る
が
、
や
は
り
肌
で
感
じ
る
地
元
と
は
違

っ
た
と
考
え
る
方
が
真

相
に
近
か
ろ
う
。
新
し
い
息
吹
は
感
得
で
き
そ
れ
へ
の
応
対
も
怠
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
掬
い
あ
げ
た
の
は
さ
ほ
ど
新
し
い
の
で
は
な
く

（信

章

・
桃
青

・
言
水
も
い
る
が
）
、
ま
し
て
未
来
の
先
取
り
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
て
右
の
事
情
は
西
鶴
周
辺
の
状
況
を
考
え
れ
ば

当

然

と
も
言
え
、
筆
者
が
な
い
も
の
ね
だ
り
を
し
て
い
る
感
な
く
も
な
い
の
だ
が
、
し
か
し

『
二
葉
集
』
を

一
つ
の
ト
ー
タ
ル
と
し
て
見
る
時
、
バ



ラ
ン
ス
を
欠
く
感
お
お
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
西
鶴
の
こ
の
江
戸
大
量
採
録
に
、　
一
種
の
独
立
意
識
、
宗
因
離
れ
の
意
図
を
見
る
の
だ
が
う

が
ち
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

五
　
再
び
周
辺
に

再
度
大
阪
Ｌ
戻
る
と
、
西
鶴
編
著
に
大
阪
梨
園
の
俳
士
が
登
場
す
る
の
も
本
書
が
初
め
て
で
あ

っ
た
。
既
に
乾
　
裕
幸
氏
に
詳
論
が
あ
る
の

注
⑭

で
略
述
に
従
う
が
、
辰
寿

（狂
言
作
者
富
永
平
兵
衛
、
翌
八
年
刊

『
道
頓
堀
花
み
ち
』
の
撰
者
）
、
定
方

（立
役
田
中
治
右
衛
門
）
、
生
重

（立

役
大
和
屋
甚
兵
衛
）
、
立
花

（若
衆
形
小
嶋
妻
之
丞
）
、
頓
悦

（若
衆
形
梅
津
加
平
次
）
、
重
行

（若
女
形
小
勘
太
郎
次
）
の
六
名
で
、定
方
と
立

花
が

一
組
、
他
は
す
べ
て
二
組
入
集
。
右
の
う
ち
辰
寿
を
除
く
五
名
が
翌
年
の

『
大
矢
数
』
の
興
行
に
参
与
し
て
彩
を
添
え
る
こ
と
に
な
る
。

乾
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
こ
の
因
み
は
当
年
八
月
木
村

一
水
が
催
し
た

『
句
箱
』
興
行

へ
の
出
座
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
が

『
物
種
集
』
に
は
な

く

『
二
葉
集
』
に
入
る
理
由
で
あ
る
。
西
鶴
の
い
ち
は
や
く
利
用
す
る
抜
け
目
な
さ
の
証
で
も
あ
る
。
ま
た
こ
の
方
面
で
は
遠
舟
の
方
が
先
輩

で
あ
る
こ
と
も
乾
氏
指
摘
の
通
り
で

（『
太
夫
桜
』
に

「舟
」
の
号
を
付
け
多
く
入
集
）
、
頓
悦
が
既
に
早
く

『
遠
近
集
』
（寛
文
六
年

刊
）
に

二
句
入
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
延
宝
三
年
八
月
自
序
の
伊
勢
村
重
安
撰

『糸
暦
』
に

「
摂
津
大
坂
／
重
行
」
で
一
句
採
ら
れ
る
重
行

も
小
勘
重
行
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

大
阪
周
辺
で
は
伊
丹
で
一
勝

（
１
組
）
、
宗
旦

（
４
）
、　
一
友

（
１
）
、
百
丸

（同
）
、
鬼
貫

（同
）
、
木
兵

（同
）
、
鉄
幽

（
３
）
と
七
名
も
入

る
の
が
目
に
つ
く

（堺
か
ら
も
ｎ
名
入
る
が
）
。
右
の
う
ち
上
記
三
名
は

『
物
種
集
』
に
既
出
。
新
出
の
う
ち
百
丸
は

「
伊
丹
俳
諧
中
興
の
祖
」

（俳
諧
大
辞
典
）
と
言
わ
れ
、
森
本
氏
、
初
見
は
延
宝
二
年
刊
松
江
重
頼
撰
の

『
大
井
川
集
』
で
、
『
在
岡
逸
士
伝
』
の
著
者
と
し
て
も
名

高

い
。
鬼
貫
は
同
六
年
刊
の
宗
旦
編

『
当
流
籠
抜
』
が
初
見
と
考
え
ら
れ
、
上
書
は
宗
旦

（
４３
歳
）
ヽ
木
兵

（
３８
歳
）
、
百
丸

（
２８
歳
）
、
鬼
貫
（
１８

歳
）
、
鉄
幽

（
１７
歳
）
の
五
吟
五
百
韻
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
一葉
集
』
刊
行
の
時
鬼
貫
と
鉄
幽
は
実
に
十
九
と
十
八
の
新
鋭
で
あ

っ
た
。

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



一
〇
八

前
述
江
戸
と
は
好
対
照
で
あ
る
。
付
記
す
れ
ば
鉄
幽
は
元
禄
二
年
十
月
十
四
日
二
十
八
歳
で
没
、
翌
三
年
二
月
に
鬼
貫
が
主
催
し
た
追
善
懐
旧

注
⑤

百
韻
興
行
に
、
西
鶴
は
椎
本
才
麿

（
西
丸
）
、
小
西
来
山
等
と
と
も
に
出
座
し
て
い
る
。

最
後
に
九
州
を

一
瞥
し
て
お
く
と
、
西
海

・
西
国

。
自
次
の
他
に
、
新
し
く
博
多
信
興

（
２
組
）
、
大
塚
西
与

（
４
）
、
博
多
如
雲

（
２
）
が

入
集
し
て
い
る
。
西
与
は

『
西
鶴
名
残
の
友
』
五
十
三
に

「筑
後
の
西
与
」
と
出
る
人
で

『
大
矢
数
』
に
も
出
句

（
１８

・
３
）
、
大
内
初

夫

氏

『
近
世
九
州
俳
壇
史
の
研
究
』
は
、
元
禄
七
年
刊
泥
足
撲
の

『
其
便
』
入
集
と
久
留
米
住
な
る
こ
と
を
記
さ
れ
、
西
鶴
門
と
推
定

さ
れ

て

い

る
。
信
興
は
西
鶴
編
著
で
は
本
書
の
み
、
如
雲
は

『
大
矢
数
』
に

「懐
紙
台
」
の
役
で
原
如
雲
、
第
四
十
の
三
と
百
五

の
八

に

「
如
雲
」
の

名
を
見
る
が
速
断
で
き
な
い
。
信
興
は

『
遠
近
集
』
に

「
筑
前
／
信
興
」
で
二
句
入
り
、
『寛
文
比
俳
諧
宗
匠
井
素
人
名
誉
人
』
に

は

「
京

屋

太
良
右
衛
門
／
筑
前
博
多
／
信
興
」
と
あ
る
。
寛
文
十
二
年
成
重
頼
撰
の

『
時
勢
粧
』
に

「筑
前
博
多
／
服
部
信
興
」
で
五
句
入
集

（句
引
に

拠
る
）
。
ま
た
如
雲
も
上
書
に

「筑
前
博
多
／
渋
谷
如
雲
」
で

一
句
入
集
。
そ
し
て
近
時
、
棚
町
知
弥
氏
が

「
福
岡
の
貞
門
俳
人
た
ち
」
（そ
の

注
⑮

一
）
と
題
し
て
、
信
興
と
如
雲
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
を
知

っ
た
。
信
興
に
関
し
て
は
杉
浦
正

一
郎
氏
写
の

『
時
勢
粧
』
稿
本
と
お
ば
し
き
写

本
で
版
本

（古
典
俳
文
学
大
系

・
貞
門
俳
諧
集
二
）
と
の
異
同
に
及
ば
れ
、
「
中
の
島
服
部
信
興
」
が

「
中
之
島
町
服
部
太
左
衛
門

信
興
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
信
興
の
句
が
他
に

『
玉
海
集
追
加
』
（寛
文
七
年
）
に

一
句
、
『続
山
井
』
（同
上
）
に
二
句
、
『伊
勢

踊
』
（同
八
年
）
に

八
句
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
渋
谷
如
雲
も

『
伊
勢
踊
』
に
六
句
入
集
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
如
雲
に
関
し
て

は
大
内

氏

が
前
記
著
で
延
宝
六
年
成
撲
者
未
詳
の

『
筑
紫
琴
』
に
一
句
入
集
を
記
さ
れ
る
。

如
上
か
ら
し
て
、
こ
の
二
人
は
相
当
の
俳
歴
の
持
ち
主
で
少
な
く
も
重
頼
と
面
識
あ
り
、
信
興
は
商
人
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
如
雲
の
方

は
渋
谷
氏
と
す
れ
ば

『
大
矢
数
』
の
原
如
雲
と
は
別

（「懐
紙
台
」
等
の
役
も
渋
谷
如
雲
の
俳
歴
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
）
、
句
の
方
も
別
人
と

解
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

『
二
葉
集
』
に
名
を
連
ね
る
二
六
五
名
の
う
ち
西
鶴
編
著
に
既
出
の
者

一
四
〇
名
。
初
出

一
二
五
名
。
新
出
者
の
中
に
は
手
が
か
り
を
得
ぬ

者
も
か
な
り
い
る
の
だ
が
ま
だ
精
査
し
て
い
ず
、
今
回
は
、
更
に
ふ
え
て
い
る

「
西
」
と

「
鶴
」
の
号
の
付
く
者
を
左
に
示
す
に
と
ど
め
て
お



山
中
　
西
六

牧
野
　
西
鬼

多
羅
尾
西
也

坂
上
　
西
春

岩
田
　
西
里

山
本
　
西
夕

中
村
　
西
国

釈
　
　
西
海

西
の
号
　
既
出

1 2 7 6 一狐
集

山
田
　
西
長

畑
　
　
西
知

山
川
　
西
舟

山
本
　
西
友

木
村
　
西
虎

早
川
　
西
随

松
井
　
西
花

水
田
　
西
吟

西
の
号

・
既
出

9 3 3 5 2 一狐
¨

北
村
　
西
木

轟
　
　
西
亀

正
木
　
西
愚

大
塚
　
西
与

の
号

。
新 ‐８
名

釈
　
　
西
丸

中
西
　
西
流

の

ユ
●

・

5 4 1 1
集

岩
屋
　
西
学

藤
田
　
西
叉

木
星
　
西
秋

杉
村
”
西
治

松
嶺
軒
西
波

玉
造
　
西
栄

玉
造
　
西
亭

池
山
　
西
戒

山

の
号

・
新

出

2 11 1
数人
集

‐９
名

桜
井
　
西
松

備
中
　
西
元

訪
Ｆ
　
西
香

松
浦
　
西
鶯

里
根
　
西
ヂ

釈
　
　
西
悦

玉
作
　
西
源

西
の
号

・
新
出

1 1 1 1 1 1 1
数八
集

中
村
　
鶴
道

鶴
の
号

・
新
出
４
名

衣
笠
　
一
鶴

市
村
　
松
鶴

志
水
　
鶴
随

鶴
の
号

・
既
出

躍 7

以
下
の
閲
歴
に
関
し
て
は
野
間
光
辰
氏

『
肺
西
鶴
年
譜
考
證
』
を
参
照
す
る
処
が
多
い
。

森
川
　
昭
氏

「
西
鶴
と
知
足
」
翁
ビ
ブ
リ
ア
」
６８
号
、
昭
和
５３

・
４
）。

桜
井
武
次
郎
氏

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
解
説
。

辛
島
啓
子
氏

「
椎
本
才
麿
年
譜
稿
」
翁
叢
」
６
号
、
昭
和
４４

・
Ｈ
）０

も
っ
と
も
二
年
後
の
不
卜
の
撰
集

『
向
之
岡
』
に
は
見
え
ず
、
貞
享
三
年
の
も
の
で
あ
る

『
一
柳
軒
不
卜
丙
寅
歳
旦
』
（東
大
酒
竹
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ

シ
ュ
に
拠
る
）
に
も
、
貞
享
五
年
刊
の

『
続
の
原
』
に
も
名
を
見
出
さ
な
い
。

「
国
語
教
育
論
考
」
２
号

（
昭
和
４０

．
５
）。
有
精
堂
刊
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書

『芭
蕉
』
所
収
に
拠
る
。

『
大
矢
数
』
に
お
け
る

「
松
意
」
は

「
脇
座
」
に

「
高
木
松
意
」
、
第
二
十
三
の
三
に

「
松
意
」
と
出
る
が
、
役
を
務
め
た
者
の
殆
ど
が
句
も
出
し
て

い
る

の
で
、
後
者
も
高
木
松
意
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

越
智
美
登
子
氏
に
指
摘
が
あ
る

（
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
）
。

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九

注
(71(6)  (5)14)(3)(21(1)



① 000 0oO(9)

一
一
〇

檀
上
正
孝
氏

「
内
藤
風
虎
主
催
句
合
考
丼
作
者
索
引
」
に
拠
る

（「近
世
文
芸
稿
」
Ｈ
号
、
昭
和
４２

・
１
）ｏ

檀
上
正
孝
氏

「
延
宝

・
天
和
期
の
江
戸
俳
壇
」
翁
国
文
学
致
」
３４
号
、
昭
和
３９

・
６
）。

注
⑩
に
同
じ
。

荻
野
清
氏

「
岡
村
不
卜
考
」
翁
俳
文
学
叢
説
』
所
収
）。
な
お
氏
は

『
誹
諧
玉
手
箱
』
（延
宝
四
年
五
月
成
）
へ
の
入
集
旬
に
よ
り
不
卜
上
京
の
事
実
を
指
摘

さ
れ
る
が
時
期
等
詳
細
は
不
明
と
さ
れ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
辞
典

「
江
戸
八
百
韻
」
で
の
越
智
美
登
子
氏
の
解
説
。

乾
　
裕
幸
氏

「
俳
諧
狂
言
説
異
聞
」
∩
俳
諧
師
西
鶴
』
所
収
）。

伊
丹
関
係
に
関
し
て
は
岡
田
利
兵
衛
氏

『
上
島
鬼
貫
全
集
』
、
野
間
光
辰
氏
注
①
の
書
参
照
。

「
と
び
う
め
」
２６
号

（昭
和
５０

．
６

・
２５
）ｏ


